
図1 LiPON膜中組成比率のスパッタN2ガス
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全固体 Liイオン電池のための 
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はじめに 

 現在、電気自動車への普及が展開されている Li イオン電池の課題として、有機溶媒を用いた液 

体電解質の発火・発煙の問題がある。この課題を解決するために、高い安全性と高いエネルギー 

密度が期待できる固体電解質を用いた全固体 Li イオン電池の研究が精力的に行われている。我々 

は固体電解質の中でも、比較的大気中で安定な酸化物固体電解質 LiPON 材料に着目し研究を行っ 

ている。今回、様々な N2ガス比率のプラズマスパッタリングにより LiPON 薄膜を堆積し、薄膜

の物理的物性と電気的特性を評価したので報告する。 

実験結果 

Li3PO4ターゲットを用いたRF(13.56 MHz)マグネ

トロンスパッタリングプロセスにより、LiPON 薄

膜を堆積した。成膜条件は真空容器内のガス圧力を

0.5 Pa、印加電力を 50 W(9.7 W/cm2 )とし、ターゲ

ット–基板間距離を 58 mm とした。また、プラズマ

生成用ガスとして Ar ガスに N2ガスを混合し、N2

ガス比率を変化させ LiPON 薄膜を堆積した。ここ

で全ガス流量は 14 sccm に固定している。図 1 に膜

中組成比の N2ガス比率依存性を示す。Li 成分に関

しては、EDX による計測が難しいため考慮していない。N2ガス比率の増加に伴い、N 原子の比率

が増加し、O 原子の比率が減少する様子が分かる。また P 原子に関しては、N2ガス比率に依存せ

ず、その比率に大きな変化は見られなかった。この結果より、プラズマ中 N2ガス導入量に応じて、

LiPON 薄膜中の O 原子が N 原子に置換されることが示唆された。次にこの LiPON 膜のイオン導

電率を交流インピーダンス計測より導出した。イオン導電率は、Li イオン電池の固体電解質とし

て応用するための最も重要な電気的特性である。イオン導電率は、スパッタ N2ガス比率により大

きく変化し、特に N2ガス比率が 75 %の時、最も高いイオン導電率 1.91×10-6 S/cm が得られた。

講演では、イオン導電率と膜中組成及び結合状態との相関について報告し、スパッタ N2ガスの効

果についても議論する予定である。 
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